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第75号

ト
マ
ト
の
「
わ
き
芽
」
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
茎
と
葉
の
付
け
根
か
ら
出

で
く
る
新
し
い
芽
の
こ
と
で
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
芽
の
生
育
に
養
分

が
使
わ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
通
常
は

取
り
除
か
れ
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
取
り
除
い
た「
わ
き
芽
」を
土
の
中

に
挿
し
て
お
く
と
、
な
ん
と
、
根
が
生
え
て
き

て
立
派
な
ト
マ
ト
が
実
る
と
い
う
。
普
段
家
庭

菜
園
す
ら
し
な
い
私
は
、「
植
物
の
茎
を
土
の

中
に
挿
す
だ
け
で
根
が
生
え
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
半
信
半
疑
で
は
あ
っ
た
が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
へ

植
え
て
水
を
与
え
て
い
る
と
、
驚
く
こ
と
に
根

が
生
え
て
き
た
。
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
時

点
で
は
、
緑
色
の
ト
マ
ト
が
着
々
と
お
お
き
く

な
り
、
あ
と
少
し
で
収
穫
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

き
て
い
る
。

普
段
は
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
も
の
で
も
、
意

外
な
活
用
法
が
あ
る
と
嬉
し
く
な
る
。
こ
れ

も
あ
る
意
味
「
フ
ー
ド
ロ
ス
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
家
の
冷
蔵
庫
は
、
ご
近
所
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
ト
マ

ト
で
溢
れ
か
え
っ
て

い
る
。
本
当
の
フ
ー

ド
ロ
ス
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
た
い
。

（
K
・
T
）

風
見 鶏

「晩秋の湖畔」女神湖　［写真提供：蓼科写真クラブ］
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地域振興係「がんばる地域応援事業」活動報告
団体名 JA佐久浅間株式会社アメック
代表者 井上　尚

活動内容

立科町が実施する「がんばる地域応援事業交付金」を活用させ
ていただき、JA佐久浅間（株）アメックでは、立科給油所前花
壇に、社員により植栽活動をさせていただいております。植栽
は、マリーゴールドやサルビア・ペチニアなど560本の苗を色
彩も考慮して植えました。

代表者
メッセージ

立科給油所は、立科町の東玄関口に位置し幹線道路に面して
いることから、町民の皆様や観光客さらには通過される多くの
皆様に、やすらぎを与える、この「花いっぱい活動」を通じ、立
科町のイメージアップの一助になればと考え、今後も活動を継
続してまいります。

団体名 白樺高原音楽祭実行委員会
代表者 吉村　美幸

活動内容

蓼科野外音楽堂＆蓼科園地において、コンサートを開催。ハー
プ演奏で始まり、テナーサックス・リコーダーなど9団体・個人
の約70名が参加。素晴らしい環境の中で日ごろの練習の成果
をご披露していただき、音楽愛好家のみなさんと交流。プロ
のギターとボーカルのステージも堪能し、豊かな時間を共有し
ました。

代表者
メッセージ

2回目の白樺高原音楽祭はコーラスグループに参加を呼び
かけ、男声合唱団・ゴスペルと続き、最後は立科町在住のデュ
オ’ほほえむ’さんののびやかで親しみやすい歌声で盛り上げ
ていただきました。参加者も声を合わせて歌いました。来年
もまた、ぜひ楽しみにしてください。

団体名 野労会
代表者 今井　敏夫

活動内容
道路沿いの植栽を主に行っていますが、植栽する場所探しに苦
労しています。また、隣接の耕地に迷惑をかけないようにするこ
とが大事なので、樹種選びにも一工夫いります。

代表者
メッセージ

道路沿いに営業を展開する事業者の皆さんも大いにご協力を
お願いします。また、行政では新規事業者に、道路側土地へ
の植栽及び草刈り、清掃等について見守りをお願いします。

今年のハロウィンジャンボは、

1等・前後賞合わせて ５億円！

※当せん本数は発売総額360億円・12ユニットの場合。

1等　３億円×12本

前後賞各 １億円×24本

この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。
収益金は長野県の販売実績により配分されますので、長野県内の宝くじ売り場でお買い求めください。

同時発売のハロウィンジャンボミニは、

１等・前後賞合わせて 5,000万円！
1等　3,000万円×50本

前後賞各 1,000万円×100本
※当せん本数は発売総額150億円・５ユニットの場合。

● 発売期間 ９月20日㈬ ～ 10月20日 ㈮ 　● 抽せん日 10月27日㈮

「ハロウィンジャンボ宝くじ」と「ハロウィンジャンボミニ」が、
９月20日（水）から全国で２種類同時発売されます。
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令和５年度 夏まつり公民館文化発表会
昨年度新型コロナウイルスの影響で「立科町文化祭」が開催できませんでしたので、ケーブルテレビを通して町民のみなさんに
活動発表をご覧いただきました。今回は14グループのみなさんに出演いただき、大変盛り上がりました。出演いただいた公民館
活動グループの活動の中で、体験や見学を希望するものがありましたら、ぜひ中央公民館までお問い合わせください。

立科コーラス
高 原 列 車 は
行く／涙くん
さよなら／心
の瞳

童謡唱歌を唄う会「やまびこ」
わ か ば ／ 歌
の 町 ／み ど
り の そよ 風
／赤いくつ／
青 い 目 の人
形

立科民謡クラブ
広 島 木 遣 り
音 頭 ／佐 久
鯉 音 頭 ／津
軽 甚 句 ／外
山 節 ／ 木 曽
の山唄

ときめき舞踊会
草 津 節 ／お
そ ば 音 頭 ／
東 京 ス カイ
ツリー

どんぐりころころ
どんぐりころ
ころ ／ 飛 ん
で った バ ナ
ナ／はらぺこ
あおむし

小林優香さん
か や の 木 山
の／Intorno 
all'idol mio

立科シンフォニー
勝 手 にし や
が れ ／亜 麻
色 の 髪 の 乙
女／ラブユー
立科

立科小学校　管楽部・合唱部
喜びの島

うたの会「華」
証 城 寺 の た
ぬきばやし／
わ れ は 海 の
子／クシコス
郵 便 馬 車 ／
群青

陽順会
木 曽 節 ／武
田 節 ／ りん
ご の 唄 ／津
軽タント節／
じょんがら六
段

ふれ愛フレンズ
三 百 六 十 五
歩のマーチ／
あ の 素 晴 ら
し い 愛 を も
う一度／上を
向いて歩こう

立科太極拳の会
入 門・ 初 級
太極拳／ 24
式 太 極 拳／
42式太極扇

ときわ会
ぴ ん こ ろ 音
頭 ／炭 坑 節
／立科音頭

SHINDENの風
ビューティフ
ル サン デ ー
／銀 河 鉄 道
999 の テ ー
マ／ふれあい
／シクラメン
の 香 り／ 君
をのせて
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新
成
人
代
表
挨
拶

飯
島
　龍

本
日
は
、
私
達
の
た
め

に
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式

を
開
い
て
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
両
角
町
長
は

じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
、
お
祝
い
や
激
励
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
て
、
新

成
人
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
立
科

町
で
育
ち
、
様
々
な
発
見
や
経
験
を
通
し
て
こ
こ

ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
共
に
歩
ん

で
き
た
仲
間
た
ち
、ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

い
つ
も
近
く
で
見
守
っ
て
下
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
そ
そ
い
で
く
れ
た
家

族
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
場

を
借
り
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
成
人
し
た
ば
か
り
の
社
会
人
で
あ

り
、
社
会
に
出
て
働
い
て
い
る
人
、
学
生
と
し
て

勉
強
中
の
人
、
ま
だ
将
来
の
道
を
迷
って
い
る
人
、

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し
か
し
、
成
人
と
し
て
晴
れ
の

門
出
を
も
迎
え
た
今
、
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、

大
人
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
人
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
社

会
人
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。今
日
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々

に
感
謝
し
、
新
成
人
代
表
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
立
科
町
二
十
歳
の
式
典
を
８
月
15
日
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
記
念
行
事
と
し
て「
二
十
歳
を
祝
う
コ
ン
サ
ー
ト
」を

行
い
、
ま
た
、
恩
師
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
登
場
も
あ
り
、
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
に
祝
賀
会
も
行
い
、
二
十
歳
の
式
典
実
行
委
員
の
協

力
に
よ
っ
て
、
旧
友
と
の
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
立
科
町
二
十
歳
の
式
典
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あ の 素 晴 ら
し い 愛 を も
う一度／上を
向いて歩こう
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公民館生涯学習講座  「立科すずらん学級」
ゲートボール大会
令和５年度１回目のすずらん学級に

よるゲートボール大会を、６月２日に
屋内運動場で開催しました。試合は
とても盛り上がり、途中で休憩を挟
みながら、和気あいあいとした雰囲
気で行うことができました。

映画鑑賞会
公民館と地域包括支援センターとの共催による映画鑑賞会を

７月８日に開催しました。昨年度好評だった「ぼけますから、よ
ろしくお願いします。」の続編を上映し、多くのみなさんにご覧
いただきました。この作品は認知症をテーマにしたドキュメンタ
リーで、重いテーマではありますが、ユーモアたっぷりに描か
れています。笑い、感動すると同時にとても考えさせられました。

ｅスポーツ体験会
話題のeスポーツの体験会を６月10日に中央公民館視聴覚室で開催しました。講師に長野県eス

ポーツ連合の方をお招きし、「太鼓の達人」を楽しみました。まずは講師から「eスポーツ」の概要を
説明していただき、実際に「太鼓の達人」を体験しました。その後、２人１組になり、トーナメント方
式の大会で競いました。とても盛り上がり、参加者全員に楽しんでいただくことができました。

公民館女性部研修旅行

令
和
５
年
度
公
民
館
女
性
部
研
修
旅
行
が

７
月
２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
場
所
は

静
岡
県
で
、
日
本
平
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
久
能

山
東
照
宮
、
そ
し
て
大
河
ド
ラ
マ
館
を
巡
り

ま
し
た
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か
ら
望
む
海
の
景
色
は
素

晴
ら
し
く
、
久
能
山
東
照
宮
で
は
徳
川
家
康

の
墓
地
な
ど
も
あ
り
、
歴
史
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
に
は
「
焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
」に
て

海
の
幸
を
満
喫
し
、
み
な
さ
ん
た
く
さ
ん
の

お
土
産
を
買
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、

か
な
り
暑
い
中
で
の
行

程
と
な
り
ま
し
た
が
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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分
館
紹
介

細
谷
分
館

山
部
分
館

細
谷
分
館細

谷
分
館
長
　
小
林 

裕
一

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
本
年
度
、
細
谷
分

館
で
は
三
年
間
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
見
送
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
行
事
や
事
業

を
従
来
の
計
画
に
戻
し
て
開
催
す
べ
く
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
立
科
町
の
分
館
人
権
教
育
、

環
境
衛
生
活
動
、
立
科
え
ん
で
こ
、
少
年
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、分
館
対
抗
球
技
大
会
等
。ま
た
、

分
館
行
事
の
床
下
消
毒
、
草
刈
作
業
、
育
成
会

（
母
親
ク
ラ
ブ
）
と
の
各
種
レ
ク
活
動
等
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
位
置
付
け
が
２
類
相
当
か
ら
５
類

感
染
症
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
く
な
っ
た

訳
で
は
な
い
の
で
、
感
染
に
対
す
る
考
え
方
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
従
来
の
や
り
方
通

り
に
す
る
こ
と
に
難
色
を
示
す
方
も
少
な
く
は

な
い
状
況
で
す
。
ど
ん
な
風
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
ら
良
い
の
か
、
中
止
し
た
方
が
良
い
の

か
、
判
断
に
悩
み
ま
す
。

今
年
四
年
ぶ
り
に
開
催
を
決
定
し
た
「
立
科

え
ん
で
こ
」
で
し
た
が
、
細
谷
は
分
館
で
の
参

加
を
見
送
り
各
個
人
参
加
と
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
細
谷
で
は
、
幼
児
を
含
め
子

ど
も
た
ち
が
50
名
に
及
び
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
要
望
も
あ
り「
お
楽
し
み
会
」を「
細
谷
夏

祭
り
」と
称
し
て
同
日
、
公
民
館
で
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
屋
外
で
の
焼
肉
、

ス
イ
カ
割
り
な
ど
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
細
谷
の
子
ど
も
た
ち
は
元
気
一
杯
で
す
。

少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
も
参
加
し
、
子
ど
も
た

ち
の
疲
れ
知
ら
ず
に
走
り
回
る
姿
に
感
銘
し
ま

し
た
。

短
文
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
最
後
に
、
細
谷

は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
思
い
、
将

来
の
思
い
出
に
な
れ
ば
と
、
立
科
町
の
行
事
参

加
を
含
め
、
今
後
も
世
情
に
合
っ
た
行
事
を
企

画
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
子
ど

も
が
立
派
に
育
つ
地
域
に
し
て
行
く
こ
と
が
大

事
な
こ
と
と
思
い
願
い
ま
す
。

一
言
、
今
年
、
分
館
長
と
し
て
行
事
を
遂

行
し
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
細
谷
区
民

の
皆
様
と
頼
り
に
な

る
今
年
の
細
谷
公
民

館
役
員
の
尽
力
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
感

謝
の
念
に
堪
え
ま
せ

ん
。
こ
の
場
を
借
り

あ
り
が
と
う
と
言
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

山
部
分
館
の
紹
介

山
部
分
館
長
　
齋
藤 

暢
明

「
集
会・飲
食
す
べ
て
解
禁
に
し
ま
し
ょ
う
！
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
五
類
移
行
を

受
け
山
部
夏
祭
り
を
話
し
合
う
会
合
で
思
わ

ず
宣
言
し
て
し
ま
っ
た
。
山
部
の
役
員
に
反
対

意
見
は
な
い
。「
飲
む
」こ
と
は
何
事
に
も
優
先

す
る
。
四
年
ぶ
り
の
夏
祭
り
の
計
画
は
こ
う
し

て
始
ま
っ
た
。

し
か
し
、
三
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き
く
、

五
里
霧
中
か
ら
の
出
発
。
記
録
や
記
憶
を
頼

り
に
計
画
は
徐
々
に
進
む
が
不
安
だ
け
が
募

る
。
長
野
に
移
住
し
て
六
年
。
夏
祭
り
は一度

も
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
・
浮
き
金
魚
す
く
い
・
焼

き
鳥
、
焼
き
肉
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
屋
台
村
、

そ
う
め
ん
の
振
る
舞
い
、
大
抽
選
会
、
花
火

大
会
等
々
。
四
年
前
よ
り
縮
小
し
た
り
拡
張

し
た
り
。「
あ
と
は
何
と
か
な
る
か
ら
大
丈
夫
」

部
落
長
の
力
強
い
一
言
で
八
月
十
四
日
を
迎

え
る
。

当
日
準
備
。「
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
」次
々

に
集
ま
っ
て
く
る
山
部
の
若
い
衆（
？
）婦
人
部

の
人
達
。
着
々
と
準
備
は
進
む
。
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
人
達
が
整
備
し
た
き
れ
い
な
花
壇
の
傍

ら
に
テ
ン
ト
が
立
ち
、
ニ
ジ
マ
ス
の
池
が
で
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
準
備
が
完
了
す
る
。
山
部
パ

ワ
ー
の
爆
発
で
あ
る
。

立
科
音
頭
が
大
音
量
で
流
れ
る
中
、
台
風

接
近
の
報
を
受
け
早
め
の
開
会
。
山
部
に
こ
ん

な
に
子
ど
も
が
い
た
の
か
と
思
え
る
ほ
ど
た
く

さ
ん
の
来
客
。
子
ど
も
達
の
歓
声
。
大
人
の

笑
い
声
。
大
盛
況
の
中
、
祭
り
は
進
行
す
る
。

用
意
し
た
食
材
も
次
々
に
完
食
。
祭
り
の
最

後
の
大
抽
選
会
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
子
ど
も
花
火

大
会
。
笑
い
声
が
弾
け
た
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

三
年
間
の
隠
遁
生
活
を
経
て
の
山
部
夏
祭
り
。

分
館
に
地
域
の
人
達
の
集
い
と
笑
い
声
が
復
活

し
た
。
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公民館生涯学習講座  「立科すずらん学級」
ゲートボール大会
令和５年度１回目のすずらん学級に

よるゲートボール大会を、６月２日に
屋内運動場で開催しました。試合は
とても盛り上がり、途中で休憩を挟
みながら、和気あいあいとした雰囲
気で行うことができました。

映画鑑賞会
公民館と地域包括支援センターとの共催による映画鑑賞会を

７月８日に開催しました。昨年度好評だった「ぼけますから、よ
ろしくお願いします。」の続編を上映し、多くのみなさんにご覧
いただきました。この作品は認知症をテーマにしたドキュメンタ
リーで、重いテーマではありますが、ユーモアたっぷりに描か
れています。笑い、感動すると同時にとても考えさせられました。

ｅスポーツ体験会
話題のeスポーツの体験会を６月10日に中央公民館視聴覚室で開催しました。講師に長野県eス

ポーツ連合の方をお招きし、「太鼓の達人」を楽しみました。まずは講師から「eスポーツ」の概要を
説明していただき、実際に「太鼓の達人」を体験しました。その後、２人１組になり、トーナメント方
式の大会で競いました。とても盛り上がり、参加者全員に楽しんでいただくことができました。

公民館女性部研修旅行

令
和
５
年
度
公
民
館
女
性
部
研
修
旅
行
が

７
月
２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
場
所
は

静
岡
県
で
、
日
本
平
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
久
能

山
東
照
宮
、
そ
し
て
大
河
ド
ラ
マ
館
を
巡
り

ま
し
た
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か
ら
望
む
海
の
景
色
は
素

晴
ら
し
く
、
久
能
山
東
照
宮
で
は
徳
川
家
康

の
墓
地
な
ど
も
あ
り
、
歴
史
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
に
は
「
焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
」に
て

海
の
幸
を
満
喫
し
、
み
な
さ
ん
た
く
さ
ん
の

お
土
産
を
買
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、

か
な
り
暑
い
中
で
の
行

程
と
な
り
ま
し
た
が
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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図
書
室
利
用
者
様
か
ら

子
供
と
本
の
付
き
合
い
方

依
田 

美
里

我
が
家
に
は
３
人
子
供
が
い
る
の
で
す
が
、
子
供
た
ち
と

の
生
活
は
良
く
も
悪
く
も
驚
き
の
連
続
で
す
。

図
書
館
で
借
り
て
き
た
本
を
喜
ん
で
見
て
い
た
か
と
思
え

ば
、
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
隙
に
、
ビ
リ
ビ
リ
ビ
リ
。
本
を

座
布
団
に
し
て
テ
レ
ビ
観
賞
。
母
は
思
わ
ず
絶
叫
で
す
。

破
い
て
し
ま
っ
た
本
を
返
却
す
る
時
、「
大
丈
夫
で
す
よ
」

と
優
し
く
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
快
く
ま
た
本
を
貸
し
て
く
だ

さ
る
図
書
室
の
方
に
は
、
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

そ
ん
な
子
供
た
ち
で
す
が
本
は
大
好
き
で
す
。
親
で
あ
る

わ
た
し
も
、
た
く
さ
ん
の
本
を
通
し
て
、
我
が
子
を
深
く
知

り
、
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
小
学
１
年
生
の
長
女
が
、
学
ん
だ
ば
か
り
の

ひ
ら
が
な
を一生
懸
命
読
み
、
下
の
兄
妹
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
も
嬉
し
い
光
景
で
、

ほ
っ
こ
り
し
ま
す
。

４
歳
の
長
男
は
、
そ
の
時
に
ハ
マ
っ
て
い
る
も
の
に
関
す
る

絵
本
を
何
度
も「
読
ん
で
」と
持
っ
て
き
ま
す
。
お
か
げ
で
息

子
の
興
味
・
関
心
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

２
歳
の
次
女
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
絵
探
し
が
大
好
き
で
す
。

い
つ
の
間
に
か
、
何
が
ど
こ
に
い
る
か
を
指
差
し
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
探
し
出
せ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
何

度
も
見
て
場
所
を
覚
え
た
も

の
も
あ
り
、
ど
ち
ら
に
し
て

も
成
長
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

子
供
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の

人
生
、
本
と
は
長
い
お
付
き

合
い
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
本
の
大
切
さ
や
扱
い
方

を
教
え
つ
つ
、
親
子
で
楽
し

く
付
き
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

図書室だより図書室だより お願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

「カモナマイハウス」
重松 清／著　中央公論新社
不動産会社で空き家メンテナンス業に携わる孝夫。あ
る日、妻・美沙の実家が、「空き家再生プロジェクト」の
標的になるが…。空き家をめぐる家族の絆の物語。

「トットちゃんの15つぶのだいず」
黒柳 徹子／原案　柏葉 幸子／文　松本 春野／絵　講談社

トットちゃんが小学2年生のときに、日本は戦争をはじめま
した。ある日、とうとう、1日の食べものがだいず15つぶだ
けになってしまいます。それも、夜までなんつぶか、残して
おかなければならないのです。

「私たちの世代は」
瀬尾 まいこ／著　文藝春秋

小学3年生になる頃に今までにない感染症が流行し、不
自由を余儀なくされた2人の少女、冴と心晴。冴は中学
でイジメに遭い、心晴は休校明けに登校するきっかけを
失って以来引きこもりになってしまう。それでも周囲の
人々の助けもあり、やがて就職の季節を迎えて…。

新着本の紹介

● 蔵書検索はこちらから パソコンは、立科町公式ホームページ
トップのバナーをクリック！スマートフォン

URLが新しくなりました！
携帯電話

https://opac.libcloud.jp/tateshina/ https://opac.libcloud.jp/tateshina/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

図書室利用案内
□お一人　５冊まで（新刊本、雑誌は4冊まで）
□2週間借りられます
開室時間 ●月曜～金曜　午前10時～午後6時
 ●土曜　　　　午前10時～午後5時
 ●日曜・祝日　午後1時～午後5時
休 室 日　 毎月最終の月曜 　年末年始
 蔵書点検、館内清掃など特別に決めた日

寄贈者（敬称略・順不同）

「ちいさなおともだちのおはなし会」
日時　10月25日（水）午前10時30分〜
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児〜
対象　大型絵本、絵本、紙芝居、ペープサート　等

お話会のおしらせ

たくさん寄贈していただき、ありがとうございました。紙面
にて、お礼にかえさせていただきます。

〔本〕 立科町遺族会　　他匿名　多数

〈一般書〉                                                 
1位　汝、星のごとく （凪良 ゆう／著　講談社）
2位　♯真相をお話しします （結城 真一郎／著　新潮社）
3位　ハヤブサ消防団 （池井戸 潤／著　集英社）
3位　カムカムマリコ （林 真理子／著　文藝春秋）
3位　掬えば手には （瀬尾 まいこ／著　講談社）

〈絵本・児童書〉                                                 
1位　大ピンチずかん （鈴木　のりたけ／作　小学館）
2位　ねこのラーメンやさん （KORIRI／作　絵　金の星社）
3位　ノラネコぐんだんうみのたび （工藤　ノリコ／著　白泉社）
3位　たんけんハンドルくるま （やおい　ひでひと／作　偕成社）
4位　うんこしりとり （tupera tupera／著　白泉社）

年間貸し出しランキング（2022.8～2023.7貸し出し）
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図書室だより図書室だより お願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

私
は
　だ
れ
？

村
田

　長
年

① 

私
は一九一七
年（
大
正
六
年
）芦
田
の
生
ま
れ
で
ま
だ
生
家
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
る
。

② 

中
央
大
学
法
学
部
を
で
て
芦
田
中
学
校
で
英
語
の
教
師
に
な
っ
た
。

③ 「
宝
石
」の
百
万
円
懸
賞
コ
ン
ク
ー
ル
で「『
罪
深
き
死
』の
構
図
」が

１
等
入
選
。

④ 

テ
レ
ビ
の「
私
だ
け
が
知
っ
て
い
る
」の
脚
本
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
。
後
年

「
火
曜
サ
ス
ペ
ン
ス
」な
ど
で
も
作
品
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

⑤ 

公
民
館
図
書
室
に
私
の
コ
ー
ナ
ー
が
有
り
、
作
品
が
50
点
ほ
ど
あ

る
。

⑥ 

私
は
立
科
町
名
誉
町
民
の
第
１
号
に
選
ば
れ
た
。

こ
の
人
物
は
、
推
理
作
家
の
土
屋
隆
夫
さ
ん
で
す

作
品
を
読
む
と
、
三
〇
年
以
上
前
の
作
品
な
の
に
現
代
の
課
題
も

取
り
上
げ
て
い
る
先
見
性
に
驚
か
さ
れ
、
ま
た
、
作
品
の
舞
台
に
こ

の
地
域
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
郷
土
愛
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
推
理
小
説
で
す
か
ら
、「
あ
あ
そ
う
だ
っ
た
ん

だ
」
と
ト
リ
ッ
ク
に
納
得
も
。
土
屋
隆
夫
さ
ん
の
作
品
に
惚
れ
込
ん

だ
者
が
集
ま
っ
て
、 

土
屋
隆
夫
さ
ん
の
作
品
を
も
っ
と
知
ろ
う
。
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
お
う
。
と
始
ま
っ
た
の

が「
土
屋
隆
夫
ミ
ス
テ
リ
ー
研
究
会
」で

す
。
ま
だ
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
研
究
会

で
す
が
、テ
レ
ビ
作
品
を
鑑
賞
し
た
り
、

先
生
の
教
え
子
さ
ん
に
当
時
の
様
子
を

語
っ
て
い
た
だ
い
た
り
と
例
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

例
会
は
月
末
の
週
の
月
ま
た
は
火
曜
日

で
す
。
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

社
交
ダ
ン
ス
は
美
し
く
楽
し
く

大
澤

　康
雄

当
ク
ラ
ブ
は
、
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で
す
。

コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
た
三
年
間
。
ダ
ン
ス
界
で
は
接
触
が
多

い
為
、
ダ
ン
ス
フ
ァ
ン
の
減
少
で
、
な
る
べ
く
接
触
の
少
な
い

ソ
ロ
ダ
ン
ス
を
開
発
し
て
、
ダ
ン
ス
の
基
礎
を
取
り
入
れ
た
ス

テ
ッ
プ
を
一
人
で
も
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
社
交

ダ
ン
ス
は
ど
ん
な
踊
り
な
の
か
と
言
い
ま
す
と
、

ブ
ル
ー
ス
…
ゆ
っ
た
り
し
た
曲
で
や
さ
し
い
ス
テ
ッ
プ
の
踊
り
。

マ
ン
ボ
…
軽
快
な
音
楽
で
男
女
が
向
き
合
っ
て
踊
り
ま
す
。

ジ
ル
バ
…
軽
快
な
音
楽
で
、
手
を
取
り
合
っ
て
踊
り
ま
す
。

ス
ク
エ
ア
ル
ン
バ
…
ゆ
っ
た
り
し
た
曲
で
、前
後
左
右
に
踊
る
。

ワ
ル
ツ
…
３
拍
子
の
優
雅
な
踊
り
。

タ
ン
ゴ
…
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
で
情
熱
的
な
踊
り
。

ル
ン
バ
…
男
女
の
恋
愛
模
様
を
表
現
す
る
踊
り
。

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
…
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
で
切
れ
あ
る
踊
り
。

ス
ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ッ
ト
…
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
流
れ
る

　
よ
う
な
踊
り
。

ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
…
テ
ン
ポ
の
速
い
駆
け
巡
る
踊
り
。

サ
ン
バ
…
ビ
ー
ト
が
特
徴
的
な
明
る
く
華
や
か
な
踊
り
。

パ
ソ
ド
ブ
レ
…
ス
ペ
イ
ン
の
闘
牛
を
模
し
た
力
強
い
踊
り
。

ウ
イ
ン
ナ
ー
ワ
ル
ツ
…
舞
踏
会
を
連
想
さ
せ
る
早
い
３
拍
子

　
の
踊
り
。

ジ
ャ
イ
ブ
…
軽
快
な
音
楽
で
弾
む
よ
う
な
踊
り
。

以
上
、
社
交
ダ
ン
ス
14
種
目
の
特
徴
で
す
。

今
時
流
行
ら
な
い
社
交
ダ
ン
ス
で
す
が
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
で
健
康
に
と
て
も
良
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
覚
え
れ
ば
一
生
の

宝
物
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

７
月
か
ら
５
回
の
講
習
会
を
行
っ
て
来
た
続
き
で
、夜
に
行
っ

て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
り
、
10
月
か
ら
定
期
的
に
開
催
を
企

画
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
中
央
公
民
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

リ
レ
ー
回
想

 

ク
ラ
ブ
訪
問

リ
レ
ー
回
想

 

ク
ラ
ブ
訪
問
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図
書
室
利
用
者
様
か
ら

子
供
と
本
の
付
き
合
い
方

依
田 

美
里

我
が
家
に
は
３
人
子
供
が
い
る
の
で
す
が
、
子
供
た
ち
と

の
生
活
は
良
く
も
悪
く
も
驚
き
の
連
続
で
す
。

図
書
館
で
借
り
て
き
た
本
を
喜
ん
で
見
て
い
た
か
と
思
え

ば
、
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
隙
に
、
ビ
リ
ビ
リ
ビ
リ
。
本
を

座
布
団
に
し
て
テ
レ
ビ
観
賞
。
母
は
思
わ
ず
絶
叫
で
す
。

破
い
て
し
ま
っ
た
本
を
返
却
す
る
時
、「
大
丈
夫
で
す
よ
」

と
優
し
く
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
快
く
ま
た
本
を
貸
し
て
く
だ

さ
る
図
書
室
の
方
に
は
、
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

そ
ん
な
子
供
た
ち
で
す
が
本
は
大
好
き
で
す
。
親
で
あ
る

わ
た
し
も
、
た
く
さ
ん
の
本
を
通
し
て
、
我
が
子
を
深
く
知

り
、
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
小
学
１
年
生
の
長
女
が
、
学
ん
だ
ば
か
り
の

ひ
ら
が
な
を一生
懸
命
読
み
、
下
の
兄
妹
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
も
嬉
し
い
光
景
で
、

ほ
っ
こ
り
し
ま
す
。

４
歳
の
長
男
は
、
そ
の
時
に
ハ
マ
っ
て
い
る
も
の
に
関
す
る

絵
本
を
何
度
も「
読
ん
で
」と
持
っ
て
き
ま
す
。
お
か
げ
で
息

子
の
興
味
・
関
心
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

２
歳
の
次
女
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
絵
探
し
が
大
好
き
で
す
。

い
つ
の
間
に
か
、
何
が
ど
こ
に
い
る
か
を
指
差
し
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
探
し
出
せ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
何

度
も
見
て
場
所
を
覚
え
た
も

の
も
あ
り
、
ど
ち
ら
に
し
て

も
成
長
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

子
供
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の

人
生
、
本
と
は
長
い
お
付
き

合
い
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
本
の
大
切
さ
や
扱
い
方

を
教
え
つ
つ
、
親
子
で
楽
し

く
付
き
合
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

図書室だより図書室だより お願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

「カモナマイハウス」
重松 清／著　中央公論新社
不動産会社で空き家メンテナンス業に携わる孝夫。あ
る日、妻・美沙の実家が、「空き家再生プロジェクト」の
標的になるが…。空き家をめぐる家族の絆の物語。

「トットちゃんの15つぶのだいず」
黒柳 徹子／原案　柏葉 幸子／文　松本 春野／絵　講談社

トットちゃんが小学2年生のときに、日本は戦争をはじめま
した。ある日、とうとう、1日の食べものがだいず15つぶだ
けになってしまいます。それも、夜までなんつぶか、残して
おかなければならないのです。

「私たちの世代は」
瀬尾 まいこ／著　文藝春秋

小学3年生になる頃に今までにない感染症が流行し、不
自由を余儀なくされた2人の少女、冴と心晴。冴は中学
でイジメに遭い、心晴は休校明けに登校するきっかけを
失って以来引きこもりになってしまう。それでも周囲の
人々の助けもあり、やがて就職の季節を迎えて…。

新着本の紹介

● 蔵書検索はこちらから パソコンは、立科町公式ホームページ
トップのバナーをクリック！スマートフォン

URLが新しくなりました！
携帯電話

https://opac.libcloud.jp/tateshina/ https://opac.libcloud.jp/tateshina/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

図書室利用案内
□お一人　５冊まで（新刊本、雑誌は4冊まで）
□2週間借りられます
開室時間 ●月曜～金曜　午前10時～午後6時
 ●土曜　　　　午前10時～午後5時
 ●日曜・祝日　午後1時～午後5時
休 室 日　 毎月最終の月曜 　年末年始
 蔵書点検、館内清掃など特別に決めた日

寄贈者（敬称略・順不同）

「ちいさなおともだちのおはなし会」
日時　10月25日（水）午前10時30分〜
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児〜
対象　大型絵本、絵本、紙芝居、ペープサート　等

お話会のおしらせ

たくさん寄贈していただき、ありがとうございました。紙面
にて、お礼にかえさせていただきます。

〔本〕 立科町遺族会　　他匿名　多数

〈一般書〉                                                 
1位　汝、星のごとく （凪良 ゆう／著　講談社）
2位　♯真相をお話しします （結城 真一郎／著　新潮社）
3位　ハヤブサ消防団 （池井戸 潤／著　集英社）
3位　カムカムマリコ （林 真理子／著　文藝春秋）
3位　掬えば手には （瀬尾 まいこ／著　講談社）

〈絵本・児童書〉                                                 
1位　大ピンチずかん （鈴木　のりたけ／作　小学館）
2位　ねこのラーメンやさん （KORIRI／作　絵　金の星社）
3位　ノラネコぐんだんうみのたび （工藤　ノリコ／著　白泉社）
3位　たんけんハンドルくるま （やおい　ひでひと／作　偕成社）
4位　うんこしりとり （tupera tupera／著　白泉社）

年間貸し出しランキング（2022.8～2023.7貸し出し）
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編
集
後
記

今
年
の
夏
も
全
国
的
な
猛
暑
と
な

り
ま
し
た
。
７
月
に
は
世
界
の
平
均

気
温
が
観
測
史
上
最
高
の
見
通
し
と

な
り
、
地
球
温
暖
化
な
ら
ぬ「
地
球
沸

騰
化
」が
話
題
に
な
り
ま
し
た
ね
。

第
75
号
館
報
立
科
を
ご
覧
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
多
大

な
影
響
を
受
け
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
今
年
の
５
月
に
２
類
か

ら
５
類
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業

が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス

が
無
く
な
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
引
き
続
き
注
意
は
必
要
で
す
が
、

今
年
は
大
変
「
熱
い
」
夏
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。「
分
館
対
抗
球
技

大
会
」「
二
十
歳
の
式
典
」
等
々
、
皆

さ
ま
に
は
多
く
の
公
民
館
事
業
に
ご

協
力
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
「
学
び
」「
集
う
」

交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
館
報
並
び
に
公
民

館
事
業
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
K
・
T
）

こ
の
四
月
よ
り
、
館
長
と
し
て
公
民
館
事
業
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
出
身
は
西
塩
沢
で
す
。
町
民
皆
様
に
は
様
々
な
場
面
で
お
世
話
に
な
る

こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
公
民
館
の
目
的
と
は
何
か
。

昭
和
二
十
四
年
に
公
布
さ
れ
た
国
の
法
律
「
社
会
教
育
法
」
に
は
、「
公
民

館
は
、
市
町
村
そ
の
他一定
区
域
内
の
住
民
の
た
め
に
、
実
際
生
活
に
即
す
る

教
育
、
学
術
及
び
文
化
に
関
す
る
各
種
の
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
住
民
の
教

養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化
を
図
り
、
生
活
文
化
の
振
興
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
目
的
に
沿
っ
て
、
講
習
会
や
講
演
会
、
発
表
会
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
サ
ー

クル
活
動
な
ど
様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

終
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
七
十
四
年
、
現

在
の
社
会
情
勢
は
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化

が
進
み
、
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
発
展
に
よ
り
高
度
情
報
化
社
会
が

進
展
し
て
お
り
、
誰
で
も
、
何
時
で
も
、
ど
こ
で
も
、
様
々
な
情
報
や
知
識

を
瞬
時
に
得
る
こ
と
が
出
来
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
然
し
な
が
ら
、
こ
う
い

う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
絆
を
深
め
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
存
続
す
る
た

め
に
、
公
民
館
の
目
的
は
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
重
要
性
が
益
々

増
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

立
科
町
の
公
民
館
事
業
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
分
館
役
員
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
て
、
す
ず
ら
ん
学
級
を
は
じ
め
各
種
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

今
ま
で
の
事
業
の
継
続
を
基
本
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
末
を
も
っ
て
１
年
間
の
公

民
館
長
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
地
域
の
皆
様
に
様
々
な

場
面
で
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

立
科
町
で
は
、
中
央
公
民
館
と
33
の

分
館
に
よ
り
、
各
種
公
民
館
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
昨
今
は
、
世
情
に
よ
り
、

公
民
館
活
動
が
制
限
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

感
染
症
の
更
な
る
落
ち
着
き
を
願
う

と
と
も
に
、
以
前
の
よ
う
に
、
地
域
の
皆

様
の
自
発
的
な
公
民
館
活
動
が
推
進
さ

れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
し
て
、
退

任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご 

挨 

拶
中
央
公
民
館
館
長  

市
川 

正
彦

公
民
館
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

羽
場 

雅
敏
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